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２．平成23年度の研究会のテーマ・
進め方について
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平成23年度の活動イメージ

平成23年度も、引き続きネットワークに参加する事業者様・団体様に

様 々 な ス テ ー ジ で 活 動 い た だ く 場 を 設 け て い ま す

 21年度に開発された
ツールに関する研究会

 ｢協働の着眼点｣の見直
し作業

活動報告会、成果発表
会 など

事業者が主体となって
運営する研究会

各都道府県主催など地
域でのFCP活動 など

 ＦＣＰの活動と銘打った
事業者間での自主勉
強会

 ＦＣＰの活動と銘打った
セミナー、シンポジウ
ムなど

 「協働の着眼点」を活用
したビジネスの展開

• 展示会・商談会
• 人材育成
• 取引先の審査
など

１

農林水産省の設け
る研究、発表の場
への参加

２

事業者の自主的な
協働の取組（農水
省が運営に関与）

3

事業者の自主的な
協働の取組（農水
省と情報を共有）

4

個々のビジネス展
開（農水省と情報を
共有）

＜想定される活動内容＞
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普及・啓発活動
各地域でのセミナー、取引先説明会へ
の参加、商談会事業、コンプラセミナー、
表示適正化講座等

研究会
参加企業

募集

「協働の着眼点」の活用に関する研究活動
【研究会の開催】

事業者間ﾈｯﾄﾜｰｸ強化・協働の取組促進

６月～随時立ち上げ

ネットワーク参加者募集

５月～

東
京
大
学
と
共
同
で
中
間
報
告
会
開
催
（予
定
）

９月目処

ＦＣＰの運営の充実、強化
【消費者、食品事業者等の
関係者からの意見聴取】

Ｆ
Ｃ
Ｐ

平
成
２
３
年
度
の
取
組
に
関
す
る
説
明
会

５月

着眼点
改善
作業

アドバイザー
会議

「協
働
の
着
眼
点
」の
見
直
し

３月

「協働の着眼点」を活用する様々な活動の展開
【ＦＣＰの名称、ロゴマークの活用等】

東
京
大
学
と
共
同
で
成
果
報
告
会
開
催
（予
定
）

３月目途

平成23年度ＦＣＰのスケジュール（イメージ）
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平成23年度研究会のテーマについて

研究会のテーマについて

研究会は、ＦＣＰの基本的な考え方に基づき「協働の着眼点」を活用した食品事業者の取
組の活性化などについて検討していただく場として位置づけており、手挙げ方式による参加
者募集を行っています。研究会のテーマはＮＷ参加企業・団体のご意見・ご要望を踏まえて
毎年度設定しております。

平成23年度の研究会テーマについては、３月８日に開催された成果報告会やメールマガ
ジン、ＨＰにより、ＮＷ参加企業・団体から募集するとともに、事業者の主体的な取組とし
ての研究会の主催希望を募りました。併せて、昨年度研究会にご参加いただいた方の一部か
ら研究会の運営方法等についてヒアリングを行いました。

これらのＮＷ参加企業・団体からのご意見を踏まえ、
①農林水産省の運営する研究・発表の場としては、「消費者との対話のあり方研究会」、

「工場監査項目の標準化・共有化研究会」「商品情報の効率的なやりとり研究会」、「企業
力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用研究会」の４研究会を開催することと
いたします。

②事業者の主体的な取組としての研究会（農林水産省が運営をサポート）としては、「Ｆ
ＣＰ普及・戦略研究会」について申請をいただいておりますので、あわせて募集を開始いた
します。また、「アセスメント研究会」についても開催する予定です。こちらにつきまして
は、後ほどメールマガジン等で募集を開始いたします。

事業者の主体的な取組としての研究会につきましては、随時募集を行っておりますので、
ＦＣＰ事務局までお問い合わせ下さい。
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平成２３年度 ＦＣＰ研究会（予定）

①農林水産省の設け
る研究 ・発表の場

②事業者の主体的な取
組農水省が運営に関与

【 研 究 会 】 情 報 共 有 の 場

地域
ﾌﾞﾗﾝﾁ

消 費 者 と の 対 話 の あ り 方

工 場 監 査 項 目 の 標 準 化 ・ 共 有 化

商 品 情 報 の 効 率 的 な や り と り

企業力向上の場としてのマッチングフェア・商談会の活用

ＦＣＰ普及・戦略

アセスメント（予定）

三 重 ブ ラ ン チ 愛 媛 ブ ラ ン チ

岩 手 ブ ラ ン チ 和 歌 山 ブ ラ ン チ
地域の状
況に応じ
たテーマ
設 定

活 動 パ タ ー ン

山 梨 ブ ラ ン チ

大 分 ブ ラ ン チ

栃 木 ブ ラ ン チ

滋 賀 ブ ラ ン チ
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研究会の運営について
（１）各研究会への参加は、各研究会の参加規約に同意の上、参加登録申

込書に必要事項をご記入いただき、ＦＣＰ事務局までE-mail又はＦ
ＡＸでお申し込みください。

（２）研究会の資料・議事概要については、ホームページ等で原則公表し
ます。その際、議事概要等は、発言者が特定できないようにしてか
ら公表いたします。
但し、研究会の議論内容が、企業秘密に触れたり、個人の権利・

利益を害する恐れがあると判断した場合には、研究会資料等を非公
表とします。

（３）本研究会では効率的な議論を行うため、研究会開催前のアンケート
やヒアリングによって、参加者の意向を伺いながら進めます。

（４）研究会のアウトプット等は、ＦＣＰの成果として公表することを原
則とします。
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研究会の参加者にお守りいただきたい事項－全体版－
（検討作業におけるルール）

□ステークホルダー間でのＷＩＮ－ＷＩＮの関係づくりを重視
すること

□建設的・効果的な意見交換に貢献すること
（批判に終始せず、対案を提示するように努めること）

□個別の組織や団体に対する、誹謗・中傷は行わないこと
（研究会においては、事業者間の利害調整等は行いません）
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平成23年度「消費者との対話のあり方」拡大研究会について

 FCP情報共有ネットワーク参加の皆様から、東日本大震災が消費者の食への意識や行動に及ぼした影響
についてＦＣＰで取り上げて議論すべきではないかというご要望がありました

これを踏まえ、全ての研究会参加者の参画による意見交換と情報共有を行い、その結果を各研究会活動
に活かしていただくことを目的として、「消費者との対話のあり方」研究会の拡大開催の形で意見交換
の会を開催します

拡大研究会の内容

テーマ：「震災後の消費者意識の変化への対応について」
各企業・団体が消費者とのコミュニケーション（直接対話、お客様相談センターへの問い合わせ内容、ア

ンケート等）を通じて把握した東日本大震災後の消費者意識の変化等について感じたことに関する情報を
持ち寄っていただき、情報共有と意見交換を行います

開催日時、場所、参集者

開催日時：平成23年 6月１４日（火）14:00～17:00 場所：中央合同庁舎4号館 １２１９－１２２１会議室

参集者：平成23年度FCP研究会に参加を登録された事業者・団体者
なお、今回の拡大研究会は、各研究会の垣根を越えて、広く意見交換を考えており、「消費者との対話のあ
り方」研究会以外の各研究会に参加登録を頂いた方の参加も含めた拡大研究会とします。

1. 参加者は、消費者とのコミュニケーション（直接対話、お客様相談センターへの問い合わせ内容、アンケート等）を
通じて把握した東日本大震災後の消費者意識の変化等やそれへの対応等について情報提供ができる何らかの素材をご
持参下さい

2. 拡大研究会の資料・議事概要については、発言者が特定できないようにしてからホームページ等で原則公表します
3. 拡大研究会の議論の内容につきましては、「消費者との対話のあり方研究会」の2回目以降の検討素材とします
4. 拡大研究会での議論の結果は、その後の各研究会活動に活かして下さい

参加するにあたってのお願い
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拡大研究会 開催趣旨


